
営業施設の構造設備の概要 

構 造 鉄骨造 規 模 
地上 10 階、地下 1 階 

延べ面積  2,000 ㎡ 
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201～205 

301～305 
洋 15.0 2 10.0 2.0 1.0 有 2.5 有 有 有 

4～9 

401～404 
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601～604 

701～704 

801～804 

901～904 

洋 20.0 3 15.0 3.0 1.5 有 2.5 有 有 有 

10 1001～1003 和 30.0 4 25.0 4.0 2.0 有 2.5 有 有 有 

             

             

             

             

合 
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洋室数（ 34 ）室 
総客室数 

（  37  ）室 

総収容定員 

（  104  ）人 

床面積（Ａ）合計 

（  720  ）㎡ 
和室数（ 3 ）室 

※床面積Ａ・・・定員の算定基準となる面積。客室面積を内法で計測すること。押し入れその他寝具等を

収納する設備、床の間を除く。 

※床面積Ｂ・・・（客室面積Ｂ）＝（床面積Ａ）－（浴室、便所等の区画された部分の面積） 

 採光面積は床面積Ｂの 1/10 以上、換気面積は床面積Ｂの 1/20 以上を基本とする。 

２．その他の設備 

使用水 
水道水（ 直結・専用水道・簡易専用水道・その他 ） 

地下水・温泉（ 使用場所：洗面・浴室・便所 ） 

共用便所 （  2  ）箇所 共用洗面所 （  2  ）箇所 

玄関帳場 （ 有 ・ 無 ） 従業員室 （  1  ）箇所 

寝具格納場所 （  9  ）箇所 

記入例 



３．浴室（客室専用で循環設備の無いものは除く） 

給湯・給水 

設備 

使用水 （ 水道水 ・ 地下水 ・ 温泉 ） 

加温装置 （ 有 ・ 無 ） 

貯湯槽 

（ 有 ・ 無 ） 

消毒設備（ 塩素系薬剤 ・ 60℃以上に加温 ） 

排水方式（ 排水口 ・ その他 ） 

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 

回収槽 

（ 有 ・ 無 ） 

消毒設備（ 塩素系薬剤 ・ その他 ） 

調節箱 （ 有 ・ 無 ） 

浴槽水の消毒

設備 

使用薬剤 （ 塩素系薬剤 ・ その他の薬剤 ） 

使用方法 （ 自動・手動 ） 

投入位置 （ 浴槽 ・ 貯湯槽 ・ ろ過器の手前 ・その他 ） 

ろ過器等で循

環する場合 

循環の系統 
ろ過能力 

（㎥/h） 

逆洗浄の方法 

（自動・手動） 
集毛器の位置 

Ａ 30.0 ㎥/h 自動 ろ過器の手前 

Ｂ 20.0 ㎥/h 自動 ろ過器の手前 

Ｃ 20.0 ㎥/h 自動 ろ過器の手前 

Ｄ    

浴槽 

浴槽等名称 
男・女 

の別 
使用水 

浴槽容積 

（㎥） 

循環の 

系統 

気泡発生

装置等 

水位計 

配管 

屋内・ 

屋外 

男子主浴槽 男 温泉 15 A 有・無 有・無 内・外 

男子露天風呂 男 温泉 10 B 有・無 有・無 内・外 

男子バイブラ 男 井水 10 C 有・無 有・無 内・外 

女子主浴槽 女 温泉 15 A 有・無 有・無 内・外 

女子露天風呂 女 温泉 10 B 有・無 有・無 内・外 

女子バイブラ 女 井水 10 C 有・無 有・無 内・外 

その他 

打たせ湯 
（ 有 ・ 無 ） 

（ 水道水 ・ 地下水 ・ 温泉 ） 

シャワー （ 水道水 ・ 地下水 ・ 温泉 ） 

電気浴器 （ 有 ・ 無 ） 

 


